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　私たちの敬愛する青山善充先生が，2009年4月4日にめでたく古希を迎え
られました。心よりお慶び申し上げます。学内規程により専任教授としては今
年度をもって定年をお迎えになりますが，さらに数年，特任教授として学生を
指導されるとともに，我々の教育・研究プロジェクトにも協力・支援していた
だくことになっております。古希を迎えてますます旺盛な研究教育活動を実践
される先生と共に同僚としてさらに活動できますことを，私たち一同心より喜
んでおります。
　青山先生は，東京大学で39年，成践大学で3年の教歴を経て，2004年の法
科大学院発足と同時に明治大学法科大学院専任教授に就任されました。
　先生は，この間，常に日本の学界のトップに立ち，日本の法律学及び教育界
を支えてこられました。先生の研究業績は，民事訴訟法，倒産法，裁判法の領
域にとどまらず，民法・商法等の民事実体法，さらに知的財産法や保険法等の
先端的領域にも及び，公法，刑事法に跨る領域も含あ，まさにオールラウンド
プレイヤーとして日本の法律学をリードしてこられました。ご専門の手続法の
領域では，平成の民事訴訟法大改正をはじめ，人事訴訟法，民事執行法，破産
法，会社更生法，民事再生法，仲裁法，ADR基本法等の改正・立法に際し中
核的な役割を果たされ，まさに時代をリードする傑出した寄与をなしてこられ
ました。1998年からは日本民事訴訟法学会の理事長として学会を代表し，日
本の手続法学の進歩を支えるとともに，2004年には新たに仲裁ADR法学会
を立ち上げ，総務担当理事として文字通り汗をかき続け，今なお学会の発展の
ために多大な貢献を続けておられます。
一　591一
法科大学院論集　第7号
　学界の外における社会活動としても，学識経験者として数多の公職を委嘱さ
れ，法務省，内閣府，経済産業省，国土交通省，文部科学省，文化庁等の委員
を務められるほか，最高裁判所の規則制定にも委員として関与しておられます。
特に，法務省の法制審議会においては，1966年から幹事として民事法及び刑
事法その他法務に関する基本的な事項を調査審議し，2007年からは会長とし
て数多の立法を取りまとめておられます。最近では，社会の多方面に関連する
民法成年年齢の見直し問題について，答申を纏め上げ法務大臣に報告された姿
が記憶に新しいところです。多方面における多大な貢献は，まさに八面六腎の
活躍と申してよいでしょう。
　明治大学法科大学院においては，発足当初より民事訴訟法分野の中核として，
新たな法学教育に挑戦してこられました。先生は就任前の会合の席でこう言わ
れました。「6年間本気で法曹教育に専念したい。一切，学内行政はやらない
という約束だ。明治に骨を埋める覚悟で，教育に専念し，良い法律家を育てた
い」。その情熱には圧倒する力がありました。その言葉の通り，民事訴訟法の
講義及び演習のため，研究者教員と実務家教員から成る民訴チームを牽引し，
教材作成から教育内容の吟味，さらには教育手法の改善を推進しながら，チー
ムとしての法学教育を実践され，新たな法学教育に全力を傾注してこられまし
た。
　忘れもしません，初年度の講義。民事訴訟法の講義を先生と私で各1クラス
分担し，週2回のペースで同時進行させていきました。当初，教科書に代わる
詳細な講義レジュメを教室で配布することとし，二人交互に作成しておりまし
た。時には前日ぎりぎりの作成となります。夜中の2時・3時にメール添付で
お送りすると，驚くことに返信が届きます。あの民事訴訟法大家の青山先生で
も，徹夜して授業の準備をしておられるとは！
　民事訴訟法演習の教育では，法科大学院発足の前年から授業担当予定者が定
期的に会合をもち，演習教材の開発と研究を続けました。研究者と弁護士，後
には裁判官出身者と教育補助講師も加わり，豪華な教育共同体が形成されまし
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た。今なお，民事訴訟法演習の教員グループは，研究者教員と実務家教員の7
名全員が毎週月曜夜に集まり，先生を中心に教材の点検・改善と学生レポート
の検討を行っています。
　裁判法の授業では，学生たちに長文のゼミ論文を書かせ，丁寧に講評を加え
て，冊子に綴じ印刷しておられました。私が頂戴した冊子のはしがきにはこう
書いてあります。問題を発見し「長文のレポートを作成する作業が，法的なも
のの考え方を養うプロセスであり，立法やその運用に当たる法律家に対峙する
もう一人の法律家を想定し，全能力をふり絞ってその法律家の高みにまで自分
をぎりぎりと押し上げていく学問的営為にほかならない」。新たな法曹教育へ
の期待と信念の表れだと思います。先生はこう続けています。「上り詰めたと
ころに新しい地平が開け，青空が広がるが，同時に，前方にさらに讐え立つ急
峻が見えてくるのである。一人の法学生が法律家に脱皮するのは，このような
知的挑戦の繰り返しによる能力開花の成果であって，司法試験の合格はその確
認にすぎない」。
　青山先生は，また，初代法科大学院長・伊藤進教授よりバトンを受け，2006
年度より2期4年に亘り法科大学院長として，揺藍期にある法科大学院の運営
を牽引してこられました。院長を引き受けるにあたっては，当初，本意に反し
ていたに違いありません。しかし，院長代行を担当しておられた方の病気療養
など当時の予定外の状況下で，学長はじめ周囲からの強力な説得攻勢に，遂に
お引き受けくださった。頼まれたら男気を感じる任侠の如く，情の深い先生の
お人柄のなせるさがかも知れません。赴任時の約束を知っている私としては，
脇で見ていてお気の毒にさえ感じておりました。しかし，明治大学にとっては
これが幸いしたと断言できましょう。引き受けた以上は全力を尽くすのモットー
を体現し，先生は数々の課題を自らに課し，忍耐強く着々と達成してこられま
した。草創期の混乱から脱し明確な方向付けを与え，着実に法科大学院の存立
基盤の整備を進めてこられました。とりわけ，法科大学院の位置づけをめぐっ
ては，長い闘いがあり忍耐の連続でした。「明治大学法科大学院設置大綱」で
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は本来，大学の各学部と同等に位置づけられるはずであった法科大学院が，長
らく学部並みに扱われず，重要案件を審議決定する学部長会議に法科大学院長
が出席できないという状況だったのです。折から大学院制度改革として「学術
大学院＋専門職大学院」の二本立て構想が浮上し，あやうく法科大学院の特殊
性と独立性が埋没するおそれもありました。これに対して，「従来型大学院＋
法科大学院＋専門職大学院」の三本立て案を提示し，遂に認めさせるに至るま
で，法科大学院長としての長い苦しみと闘いがあったはずです。また，2008
年度の法科大学院認証評価においては，他の少なからぬ法科大学院が不適合の
認定を受ける中，本法科大学院が適格認定を受けるまで，多大なエネルギーを
注入し，強い責任感をもって中心的な作業を遂行されました。さらに，法科大
学院の先端的教育と社会貢献のため，東奔西走して音楽著作権協会や保険業界
から外部資金を導入し，先端領域の連続講座を成功させたことも，特筆すべき
でありましょう。
　対外的には，2007年から，全国74の法科大学院により構成される法科大学
院協会の理事長職を務め，我が国の法科大学院全体の充実と発展のため舵取り
をしつつ，文部科学省，法務省，日本弁護士連合会，最高裁判所，司法研修所
等との連携・交渉に当たっておられます。折しも法科大学院に対する逆風が吹
き荒れる中，体を張って，今般の大司法改革の中核の一つをなす法科大学院制
度の維持発展に尽力しておられます。
　私は，学問の師としてはもちろん，教育者としても，さらに組織の運営者と
しても多くのものを青山先生から学ばせていただきました。法科大学院発足以
来，同僚として教育の最前線で共に闘い，新たな教育手法の確立に汗を流すと
ともに，明治大学法科大学院執行部および法科大学院協会事務局として，青山
先生のリーダーシップを脇で見させていただきました。組織の長としての責任
感とは斯くあるべし，何事にも「決して逃げない」その姿勢に畏敬の念を禁じ
えません。
現在の法科大学院の課題の一つに，教育と研究の両立があります。先生は院
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長就任時より心を砕き，法科大学院教員の研究をエンカレッジし，社会への貢
献度を高めるため，自ら私財を投入して「明治大学法科大学院振興基金」を設
定し，共同研究プロジェクトを推進する枠組みを作りました。私の在外研究の
申請に際しては，課題山積の時期にありながら，1年間ドイツへの在外研究を
認め，それを推進してくださいました。しかも，在外期間中はできるだけ研究
に専念できるようにとの気遣いから，雑事を頼むことはおろか雑音も一切届け
ないよう配慮してくださいました。先生の人間的な温かさと懐の深さに，心を
打たれました。
　青山先生は，学問の世界だけでなく，歴史，芸術，スポーツも含め，内外の
文化に広く関心をお持ちです。判決原本の保存問題では，歴史学者等とも連携
し，廃棄寸前にあった明治以来の判決原本を救出されました。歌舞伎や能，狂
言にも奥様とともに足を運ばれます。ある雑誌で，高校時代には短距離スプリ
ンターでならし，同級生たちの度肝を抜いたとのエピソードを読んだことがあ
ります。先生はドイツのモーゼル川のほとりに葡萄の樹もお持ちです。私の在
外研究中にドイツにいらっしゃる機会があれば，先生ご夫妻と一緒にモーゼル
川をドライブしようと，下見がてら出かけたことがあります。昨夏は先生ご多
忙のため実現しませんでしたが，いつの日かご一緒に葡萄の木を見られたら幸
せです。
　先生は学生たちとも気さくに，卒業後も深い繋がりを持続しておられます。
先生が明治に来られた年，かつての教え子数人と，リバティ・タワーの最上階
で夕食を共にする姿をお見かけしたことがあります。地方の修習地に赴く元ゼ
ミ生との一夕歓談の会であったと伺いました。研究にのみ没頭し学生の教育に
はあまり熱心でない学者が少なくない中で，青山先生は若き頃より突出して教
育熱心で，多くの実務法曹と研究者を育ててこられました。明治に赴任された
時に数えてみたら，それまでのゼミ生から裁判官を中心として400名の法曹を
輩出したとおっしゃっておられました。明治に赴任されてからも，法科大学院
からすでに300名を越す実務法曹を育てておられます。将来，私も先生ととも
に彼らと会えるのが楽しみです。
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　青山先生のこれまでの情熱と薫育に感謝しつつ，今後とも，教育と研究と社
会に貢献され，大学内外においてますますご活躍されますことを心より祈念し
ております。
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